
現地参加：40名、オンライン参加：60名
（参加費無料）

https://mm-enquete-
cnt.meti.go.jp/form/pub/kyushu-
ryutsuservice/koryu

ハイブリッド （Microsoft Teams使用）

14:00-14:05  主催者挨拶

14:10-15:10   基調講演
  「地域資源を強みに変える発想」
  流通科学大学 商学部 マーケティング学科 准教授

新 雅史 氏

15:10-16:40  トークセッション
「地域資源を活かした持続可能なまちづくり

    ～実践者の視点から～」
【事例発表】

  八女商工会議所 事務局長 稲葉 修一 氏
(一社)紬貴 代表理事 緒方 千奈 氏
【ファシリテーター】

  (独)中小企業基盤整備機構アドバイザー 東 朋治 氏
【講評】
流通科学大学 商学部 マーケティング学科 准教授

 新 雅史 氏

16:40-16:50  関連支援施策ご紹介

16:50-17:20  参加者交流会（名刺交換会）

17:45-19:45  懇親会（会費制、任意参加）

まちづくり会社・商店街組織

商工団体・地場産業の関係者

行政職員（商工・観光・文化振興部署）

まちづくりに関心がある方 等

日 時

形 式

定 員

11/21 金

14:00～16:50

中心市街地や商店街は、生活に不可欠な機能を担う主体や地域コミュニティの拠点として重要な「場」です。

これらの場が地域の核として機能し続けるためにも、地域資源を活かした魅力的なまちづくりに取り組み、

人流を生み、消費につながる経済循環を生み出す取組がいっそう必要となっています。

そこで今回、地域資源を強みに変える発想や、地域ならではの文化や観光資源を活用した新たな取り組みに

より、経済循環を実現している事例をご紹介し、これからのまちづくりを考えるセミナーを開催します。

地域交流会
地域資源×まちづくり

プログラム

会 場
福岡合同庁舎新館 ３階 会議室
(福岡市博多区博多駅東2-11-1）

対 象

申込先 下記からお申し込みください
締切：2025年11月14日（金）

九州経済産業局 産業部 流通・サービス産業課

電話：092ｰ482ｰ5456 E-MAIL：bzl-kyu-shogyo@meti.go.jp

主催 九州経済産業局 共催 独立行政法人中小企業基盤整備機構

NEXT九州・まちづくりミーティング
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基調講演 「地域資源を強みに変える発想」

流通科学大学 商学部 マーケティング学科
准教授 新 雅史 氏

福岡県北九州市出身。

流通科学大学商学部准教授。専門は地域社会学、産業社会学。

那覇市のアーケード建て替え事業にアドバイザーとして参画。

著書『商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から探る再生の道』（光文

社）、『「東洋の魔女」論』（イースト・プレス）。

トークセッション
「地域資源を活かした持続可能なまちづくり～実践者の視点から～」

ご提供いただいた個人情報は、事務局（九州経済産業局、独立行政法人中小企業基盤整備機構）及び講師（ファシリテーターを含む）が、本事業（地域交流会）の運営に、また九州経済産

業局が関連施策に関するご案内においてのみ使用し、事務局及び講師においてその保護について万全を期するとともに、ご本人の同意なしに事務局及び講師以外の第三者に開示、提

供することはございません。

オンライン形式（Microsoft Teams）では、入室時に設定した登録名が画面に表示されます。 個人情報保護の観点から、本事業にオンライン参加いただく方は、公表可能な名称を設

定してください（ご参加いただくための入室用URLをお知らせする際にも、改めてご案内いたします）。

八女商工会議所 事務局長 稲葉 修一 氏事例発表

八女茶、日本酒、八女提灯、手漉き和紙などの豊かな文化を活かせる「宿泊滞

在型観光」に着目して、商店街を含むエリア内に残る町家をホテルに改修。

古民家ホテルを起爆剤に観光地としての魅力を高めようと、八女茶と地域伝

統産業を活かした体験コンテンツ開発やイベントを企画・実施し、観光客増や商

店街の売上増に繋がっている。

今年8月に、第 9 回「ジャパン・ツーリズム・アワード」審査員特別賞を受賞。

（一社）紬貴 代表理事 緒方 千奈 氏事例発表

地元鹿児島県を代表する伝統的工芸品である大島紬の生産・販売量が大幅

に減少しているという現状を知り、誰もが簡単にカジュアルに着られる和装を

提案。

和装の力を使って商店街を元気にしようと、大島紬のレンタル事業を開始。

商店街内での着物ショーや街歩きイベント等を企画・開催し、天文館に新た

な賑わいを創出している。

(独)中小企業基盤整備機構アドバイザー 東 朋治 氏
ファシリ
テーター

株式会社神戸ながたTMOの総括マネージャーとして、地元が気づかなかった

地域資源を活用した 「震災を切り口とした教育旅行受入事業」を実践。地域資源

の商品化、販売展開等の各種取り組みを通じて、神戸市内の商店街へ域外から

の来街者を呼び込む。

また、中小機構アドバイザーとして、創業支援や空き店舗対策を中心に、全国各

地で中心市街地・商店街を支援。現在は㈱商業タウンマネジメント代表取締役。

講評 流通科学大学 商学部 マーケティング学科
准教授 新 雅史 氏
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